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小児科医長 

小 島 理 

ひきつけしたら ダ警讐がないで落ち島く 

大iいで子供の名を呼んだり、 またゆり動かして，意蔵を

回復させようとすると逆IIこひきつけが強くなります。 

歯のはえている乳幼児の場合は舌をかむ心配があり ミす

から、ハンカチや手拭いなどを歯と歯の間に入れ、 また衣

服の胸を開らいてらくにし、頭を冷やしてやります。 

ひきつけがたびたびおこつておさまらない時は疫痢」P脳

炎などの病気が考えられますから、 医師に見てもらう必要

があります0 

もし家庭で出来るなら濯腸して便を出すようにしてくだ

さし、0 

熱が 出 て 

ひきつけしたら 

熱 が 出 て 	 子供が熱を出してひきつけ 

、J“ ー‘ノ‘ーハー’ノ 	ことです。 
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(1) 

市 税 は 

12月28日までに 

全部完納しましよう 

図
書
配
本

所
に
 

四
〇
〇
掛
が
配
本
 

県
が
地
方
文
化
向
上
に
と
五
所

川
原
、
黒
石
市
な
ど
県
内
九
カ

所
を
県
立
図
書

館
の
配
本
所
に

指
定
、

こ
の
ほ
ど
第
一
回
目
の

配
本
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
 

五
所
川
原
で
指
定
さ
れ
た
の

は
中
央
公
民
館
で
、

配
本
さ
れ

た
書
籍
は
文
学
、
産
業
、

工
業

社
会
科
学
、
芸
術
な
ど
四
〇
〇

冊
で
、
す
で
に
配
本
さ
れ
た
書

籍
は
総
記

十
八
冊
、

哲
学
十
三

冊
、
歴
史
十
八
冊
、
社
会
科

学

三
十
六
冊
、
自
然
科
学
十
八
冊

工
学
二
十
九
冊
、

産
業
二
十
九

冊
、
芸
術
二
十
八
冊
、
m
四
学
十

一
冊
、
文
学

二
〇
〇
冊
と
な
つ

て
お
り
ま
す
。
 
I
 

ス
 

市
民
文
価

会
舘
 

竣
工

ま
で

あ

と
ひ

と
息

内
部
施

設
に
一
千
七
百
万
円
 

ユ
 

ー
 ー
  

政
 

市
 

冬
将
軍
の
訪
れ

を
目
前
に
し

て
急
ピ
ツ
チ
で
工
事
を
進
め
て

お
り
ま
す
市
民
文
化
会
舘
は
、
 

あ
と
ひ
と
息

で
完
成
と
い
う
と

こ
ろ
で
す
。
 

こ
の
会
舘
の
建
設
費

は
、
本

工
事
（
外
郭
と
内
部

の
固
定
施

設
）
だ
け
で

一
億
二
千
万
円
を

要
し
ま
す
が
、

こ
れ
に
対
す
る
 

起
債
額
が
七
千

五
百
万
円
で
あ

り
ま
す
の
で
、
 

本
工
事
だ
け
で

も
四
千
五
百
万

円
の
一
般
市
費

の
投
入
を
必
要

と
し
ま
す
。
 

市
で
は
、
こ

れ
を
昭
和
三
十

七
年
度
か
ら

三

十
九
年
度
ま
で

の
継
続
事
芙
と

し
て
完
成
し
よ

う
と
い
う
の
も

で
す
。
 

こ
れ
に
よ
つ

て
会
舘
の
基
礎

的
な
施
設
は
整

え
ら
れ
ま
す
が
 
 

こ
の
会
舘
を
利

用
し
て
の
会
A
ロ

は
い
ろ

い
ろ
な
も

の
が
想
定
さ

れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
需
要
を
充

た
す
た
め
に
、
内
部
の
附
帯

施

設
を
完
備
し
ま
す
と
、
さ
ら
に

一
千
七
百
万
円
の

一
般
市
費
を

必
要
と
す
る
わ
け
で
す
。
 

こ
の
舞
台
装
巌

や
映
写
機
な

ど
の
附
帯
施
設
、

こ
ま
ご
ま
な
 
 

備
品
器
具

の
完
備
に
つ
い

て
は

い
ま
た
だ
ち
に
と
い
う
わ
け
に

は
ゆ
き
ま
せ
ん
の
で
、
市
の
財

政
事
情
と
も
に
ら
み
あ
わ
せ
て

逐
次
整
備
し
て
ゆ
き
た
い
と
い

う
こ
と
か
ら
、
市
で
は
市
民

の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。
 

農
委
選
挙
人

名
簿
 

申
請
は

五
日
ま
て
 

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人

名

簿
は
十
二
月
一
日
現
在
で
調
製

さ
れ
ま
す
。
 

こ
の
申
請
書
は
農
民
の
代
表

機
関
で
あ
る
農
業
委
員
会
の
委

員
を
選
挙
す

る
選
挙
人
名
簿
を

調
製
す
る
重
要

な
も
の
で
、
こ

の
申
請
書
に
は
、
今
年
十
二
月

一
日
現
在

の
状
況
を
記
入
し
、
 

五
日
ま
で

に
地
区
行
政
連
絡
員
 

（
旧
市
内
で
ば
農
事
組
合
）
を

経
て
市
農
業
委
員

会
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
 

農
業
委
員
会
委
員
の
選
挙
に

は
補
充
選
挙
人
名
簿
が
調
製
さ

れ
ま
せ
ん

の
で
、
こ
の
中
請
書

の
提
出
を
怠
る
と
選
詳
権
が
な

く
な
り
、

ま
た
解
任
の
請
求
も

で
き
な
く
な
り
ま
す
か
ら

充
分

気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
 

な
お
農
業
委
員
会
委
員

の
選

挙
権
資
格
者
は
つ
ぎ

の
と
お
り

で
す
。
 

（
一
」
 
農
業
委
員
会
委
員
の
 
 

選
挙
権
を
有
す
る
人
，

,
 

①
 

一
反
歩
以
上
の
農
地
を

耕
作
し

て
い
る
人
 

②
 
右
に
掲
げ
る

者
の
世
帯

に
同
居
し

て
い
る
親
族
 
（
六
親

等
血
族
）
で
あ
つ
て
年
問
お

お

む
ね
六
〇
日
以
上
耕

作
に
従
事

し
て
い
る
人
 

（
一
一）
 
つ
ぎ
に
掲
げ
る
人
は

選
挙
権
が
あ
り
ま

せ
ん
。
 

①
 

一
反
歩
以
上
の
農
地
を

耕
作
し

て
い
る
世
帯
に
同
居
し

て
い
る
内
縁
の
妻

や
親
族
関
係

の
な
い
年
雇
、
ま
た
は
同
居
人

②
 
田

や
畑
を
所
有
し

て
い

る
が
耕
作
し
て
い
な
い
人
 

③
 
農
業
に
従
事
し

て
い
て

も
満
二
〇
才

（
昭
和
十
九
年

】1
1
 

月
六
日
以
降
に

生
ま
れ

た
人
）
 

未
満
の
人
 

④
 
実
際
に

一
反
歩
以
上
の

農
地
を
耕

作
し
て
い
て
も
、
農

地
法
第

三
条
の
規
定
に
よ
る
県

知
事
ま

た
は
農
業
委
員
会
の
許

可
を
受
け

な
い
で
個
人
で
契
約

し
て
い
る
人
 

（写真・・・・工事進む市民文化会舘） 
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明
春
開
舘
す
る
五
所
川
原
市
民

文
化
会
舘
の
施
設
、
設
備
の
充

実
を
図
ろ
う
と
原
商
工
会
議
所

会
頭
が
中
心
に
な
り
、
さ
る
十

一
月
十
六
日
、
市
民
文
化
会
舘

協
賛
会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
市
民
文
化
会
館
建
殿
叱
は

昨
年
か
ら
た
び
た
び
商
工
会
議

所
、
文
化
振
興
会
議
な
ど
八
団

体
が
市
当
局
な
ら
び
に
市
議
会

に
陳
情
し
て
き
た
の
で
す
が
、
 

昨
年
秋
か
ら
市
民
文
化
会
館
建

設
に
着
手
さ
れ
た
の
で
、
さ
る

八
日
に
陳
情
団
体
の
代
表
者
が

集
ま
り
、
協
賛
会
設
立
に
つ
い

て
話
し
合
い
、
数
回
の
会
合
を

か
さ
ね
、
よ
う
や
く
発
足
と
き

ま
つ
た
の
で
す
。
 

こ
ん
ど
の
市
民
文
化
会
館
協

賛
会
に
役
員
と
し
て
名
を
つ
ら

ね
た
人
た
ち
は
、
こ
の
間
、
市

当
局
と
懇
談
、
市
財
政
の
苦
し

い
や
り
く
り
を
き
い
て
、
市
民
 

お
知
ら

せ
 

猟
期
前
に
病
気
、
そ
の
他
の
理

由
で
受
講
で
き
な
か
つ
た
人
A
 

を
対
象
に
、
狩
猟
講
習
会
を
つ

ぎ
の
と
お
り
開
催
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
か
ら
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
 

①
 
と
き
 
1
2月
8
日
 

受
付
時
間
】
午
前
8
時
3
0分

か
ら
9
時
3
0分
ま
で
 

講
習
時
間
【
午
前
9
時
3
0分

か
ら
午
後
5
時
ま
で
 

②
 
と
 
こ
 
ろ
 

北
地
方
農
林
事
務
所
 

な
お
受
講
申
込
用
紙
は
農
林
事
 

務
所
に
準
備
し
て
あ
り
ま
す
。
 

ー
 

施
設
・
設
備
の

充
実
に
 

姉
眠
会
館
協
賛
会
発
足
 

会
長
に

原
又
三
郎
氏
を
 

原
 

又三郎氏 

有
志
と
し
て
の
協
力
を
し
た
い

と
い
う
こ
と
に
な
つ
た
も
の
で

す
。
 

近
年
青
森
市
民
会
舘
が
完
成

し
ま
し
た
が
、
こ
の
と
き
、
や

は
り
青
森
市
民
の
一
部
か
ら
協

賛
の
声
が
出
て
募
金
運
動
が
は

じ
ま
り
、
二
千
五
百
余
万
円
を

集
計
し
て
施
設
、
設
備
の
充
実

に
あ
た
つ
た
の
で
す
。
 

ま
た
弘
前
市
で
は
明
年
五
月

開
館
乞
予
定
し
て
、
現
在
弘
前

市
民
会
館
建
設
工
事
を
い
そ
い

で
お
り
ま
す
が
、
こ
こ
で
も
や

は
り
協
賛
の
声
が
あ
が
り
、
一
一

千
万
円
を
目
標
と
し
て
、
い
ま

は
そ
の
半
分
の
一
千
万
円
を
集

め
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
 

五
所
川
原
市
民
文
化
会
館
協

賛
会
会
長
、
原
又
三
郎
氏
、
同

副
会
長
村
上
純

一
氏
ら
は
準
備

会
の
会
合
で
青
森
、
弘
前
な
ど

の
例
は
ま
ね
る
こ
と
が
で
き
な

い
が
、
せ
め
て
意
の
あ
る
気
持

を
現
わ
し
た
い
と
、
と
く
に
目

標
と
い
う
も
の
を
決
め
ず
協
賛

会
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。
 

な
お
役
員
は
つ
ぎ
の
よ
う
に

き
ま
り
ま
し
た
。
 

会
 
長
 
原
 
又
 
三

郎
 

（
商
工
会
議
所
会
頭
）
 

十
二
月
十
日
は
世
界
人
権
デ

ー
 

で
す
。
 

『
す
べ
て
の
人
は
生
れ
な
が
ら

に
し
て
自
由
で
あ
り
、
か
つ

尊
厳
と
権
利
と
に
つ
い
て
平

等
で
あ
る
。
人
間
は
理
性
と

良
心
と
を
授
け
ら
れ
て
お
り

互
い
に
同
胞
の
精
神
を
も
つ

て
行
動
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な

い
。
』
 

こ
と
を
基
本
的
原
則
に
、
す
べ

て
の
人
お
よ
び
国
家
が
達
成
す
 
 

酬
会
長
 
村
上
 
純

一
 

（
ロ
ー
タ
リ

ー
ク
ラ
ブ
会
長
）
 

理
 
事
 
増
田
 
桓

一
 

（
文
化振
興
会
議
会
長
）
 

同
‘
 

佐
々
木
康
智
 

（青
年
会
議
所
理
事
長
）
 

同
 

渋
谷

慎
一
郎
 

（
青
年
団
協
議
会長
）
 

同
 

佐
 
藤
 
貞
 

（婦
人
団
体
連
絡
協
議
会
長
）
 

同
 

福
士
 
行
男
 

（陸
奥
新
報
支
社
長
）
 

監
 
事
 
小
 
山
 
寛
 

（
青森
銀
行
支
店
長
）
 

同
 

中
村
伸
太

郎
 

（
専
門
店
会
理
事
長
）
 

早
 
く
 
も
 

寄
贈
申
込
み
 

五
所
川
原
市
民
文
化
会
舘
協
賛

会
が
発
足
し
ま
し
た
が
、
会
舘

開
設
準
備
事
務
局
に
早
く
も
寄

贈
申
し
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。
 

水
引
幕
、
袖
幕
一
式
 

大
町
 
秋
元
省
三
氏

引
幕
（
定
式
幕
）
 

本
町
 
原
又
三
郎
氏
 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
 

ニ
回
目
接
種
日
程
 

イ
ン
フ
ル
ェ
ン
ザ
予
防
接
種
の

第
一
回
目
の
接
種
日
程
を
十
一

月
十

一
日
付
の
回
覧
板
で
お
知

ら
せ
し
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど

第
二
回
目
接
種
日
程
が
き
ま
り

ま
し
た
。
 

べ
き
共
通
の
基
盤
と
し
て
世
界

人
権
宣
言
が
採
択
土
れ
た
こ
と

を
記
念
し
、
こ
の
日
を
中
心
に

人
権
週
間
が
制
定
さ
れ
、
今
年

は
第
十
五
回
目
を
迎
え
ま
し
た

同
協
議
会
で
も
次
の
記
念
行

事
を
行
う
こ
と
に
な
つ
て
お
り

ま
す
。
 

〇
無
料
法
律
相
談
所
 

1
2月
4
日
（
市福
祉
事
務
所
）
 

1
2月
6
日
（
飯詰
支
所
）
 

〇
街
頭
放
送
お
よ
び
広
報
車
に
 

こ
の
対
象
者
は
生
後
三
カ
月

以
上
の

一
般
住
民
希
望
者
全
員

で
す
（
市
立
学
校
生
徒
を
除
く
）
 

1
2月
3
日
1
1田
町
、
栄
町
、
平

和
町
、
湊
住
宅
元
町
、
新
町

敷
島
町
、
柏
原
町
 

1
2月
4
日
一
成
田
町
、
柳
町
、
 

鎌
谷
町
、
弥
生
町
、
田
園
調

布
布
屋
町
、
川
端
町
 

1
2月
5
日
n
東
町
、
本
町
、
大

町
、
旭
町
、
東
雲
町
、
末
広

町
、
新
宮
町
、
小
曲
地
区

口
月
6
日
廿
寺
町
、
岩
木
町
、
 

上
平
井
町
、
平
井
町
、
錦
町

中
平
井
町
、
下
平
井
町
、
漆

川
住
宅
、
敷
島
町
 

各
地
区
と
も
時
間
は
午
前
9
時

か
ら
午
後
3
時
ま
で
、
接
種
場

所
は
西
北
中
央
病
院
講
堂
で
す

料
金
は
三
カ
月
以
上
一
才
未
満

は
二
十
五
円
、
 一
才
以
上
六
才

未
満
三
十
五
円
、
六
才
以
上
十

五
才
未
満
五
十
円
十
五
才
以
上

八
十
五
円
で
す
。
 

ー年賀郵便はーー 

12月22日までに 

―差出すようにしましようー・ 

よ
る
啓
発
（
五
所
川
原
市
内
）
 

〇
担
当
す
る
人
権
擁
護
委
員
は

つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。
 

尾
崎
正
雄
（
田町
）
、
対
馬
賢
司
 

（
前
田
野
目
）
、福
士
行
男
（
旭

町
）
、
 阿
部
芳
五
郎
（
原
子
）
、
 

今
清
策

（
金
山）
、
 原
定
五
郎
 

（
新
宮
）
、清
野
勇
助
（
松
野
木
）
 

平
山
ス
ユ
（
布
屋
町
）
、加
藤
謙

六
（
漆川
）
、
 一
戸
竜
雄
（
藻
川
）
 

こ
の
週
間
行
事
の
ほ
か
、
市
内

柳
町
の
法
務
局
五
所
川
原
支
局

で
は
、
い
つ
で
も
無
料
法
律
相

談
所
を
開
設
し
て
お
り
ま
す
か

ら
、
ど
な
た
で
も
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
る
こ
と
を
望
ん
で
お

り
ま
す
。
 

  (2) 
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一
 

  

人

権
週

間
を

迎
え

て
 

人
権
擁
護
委
員
協
会
議
会
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